H23.6.17　新図書館整備課
新図書館等複合施設の駐車場の整備について

１　基本的な考え方
　　・新図書館等複合施設の利用者専用駐車場（障害者用を含む）を100台程度整備する。

　　　＜100台の根拠＞
　　　　　新図書館等複合施設利用者の平日１日当たりの駐車台数：764台
　　　　　平均駐車時間：1.5時間（岡山県立実績、ｱﾝｹｰﾄ結果より）

　　　　　開館時間：11時間(9:00～20:00)と仮定　　　　　　　　　　　　　7.3回転/日

　　　　　764台　／　7.3回転　＝　105台　→　 100台 
　　
・業務用駐車場を別途５台程度整備する
　　・ピーク時（想定：平日160台、土・日曜日225台）は、近隣の有料駐車場の活用により対応
２　 駐車場の整備方法

（１）５つの方式での比較検討

　 《① ピロティ方式》

　　・総コストは最も安く、利便性が高い

・施設内の１階部分に必要な機能（スペース）が確保できず、景観への影響も大きい（建物の階層が増加）
《② 地下自走式》

・敷地の有効活用が可能

・イニシャルコストが最も高く、建物全体の工期も長くなる

　 
《③ 地下埋設機械式（２基）》

　　・科学館の教材としての活用が可能

　　・総コストが最も高く、多目的広場の利用が一部制限されるが、景観への影響は少ない
　　・浸水で機械類が全損した場合、３カ月程度は全く使用できない

　 
《④ タワー型（エレベータ方式２基）》

　　・総コストは比較的安い

・景観への影響（まちなみ空間の悪化（高さ27ｍ程度））や建物全体の工期への影響があり、多目的広場の利用も大幅に制限される

　
《⑤ ピロティ方式＋地下埋設機械式（１基）》

・ピロティ方式の利便性の高さ、地下埋設機械式の科学館の教材としての活用が利点
・２方式の併用によりそれぞれの短所を補うことが可能
　◆上記の検討結果（詳細は別紙参照）を踏まえ、総合評価の高い３つの方式（《② 地下自走式》、《③ 地下埋設機械式（２基）》、《⑤ ピロティ方式＋地下埋設機械式（１基）》）に絞り込み、再検討を実施

（２）再検討にあたっての要件の設定（新図書館等複合施設の１階部分の活用の考え方）
・地震等による津波・浸水への対応を優先的に考え、１階には必要最小限の機能（スペース）を確保することとする
＜施設１階の必要面積＞

エントランス：600㎡、新点字図書館：1,000㎡（共有スペースを含む）、
物流スペース等：350㎡　　 計1,950㎡ 
・施設以外のピロティ部分（3,700㎡－1,950㎡＝1,750㎡）を有効活用し、駐車場と駐輪場を整備する
　　　　＜確保可能台数＞
　　　　　駐車場（約1,400㎡）：利用者専用（障害者用を含む） 40台程度 、業務用 5台程度
　　　　　駐輪場（約  200㎡）：350台（自転車：300台、バイク：50台）程度〈平面２層〉
          ※ほか、配送用車両等の駐車スペース（約150㎡）
（３）３つの方式での再検討（ピロティ部分（40台程度）で不足する60台程度の確保）

《② 地下自走式》

・イニシャルコストが高く、建物全体の工期も長くなる
・ピロティ部分の駐車場と地下駐車場への車両動線が別途必要となる

　《③ 地下埋設機械式（２基）》

　　※１階ピロティで40台分を確保するため、必要な基数は１基となり、下記⑤で検討
　 《⑤ ピロティ方式＋地下埋設機械式（１基）》　※ピロティ部分は上記（２）と共通
・科学館の教材としての活用が可能

・ピロティ部分の駐車場の通路が、車両動線として有効活用できる

◆上記の再検討の結果、《⑤ ピロティ方式＋地下埋設機械式（１基）》）が最も有効な方式であると考えられる

※なお、組み合わせとしては、《ピロティ＋タワー型（エレベータ方式１基）》というパターンも考えられるが、景観への影響（まちなみ空間の悪化（高さ27ｍ程度））や建物全体の工期への影響があり、多目的広場の利用も制限されるため、採用は困難と考える
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